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	応用
	抗原情報
	背景
	古典的なMBP遺伝子によってコードされるタンパク質は、神経系のオリゴデンドロサイトおよびシュワン細胞のミエリン鞘の主要構成成分です。しかし、MBP関連転写産物は骨髄および免疫系にも存在します。これらのmRNAは、古典的なMBPエクソンの上流に位置する3つの追加エクソンを含む長いMBP遺伝子（別名「Golli-MBP」）から生じます。GolliおよびMBP転写開始部位からの選択的スプライシングにより、2組のMBP関連転写産物および遺伝子産物が生成されます。Golli mRNAは、Golli-MBPに特有の3つのエクソンを含み、1つ以上のMBPエクソンにインフレームでスプライシングされます。これらは、N末端のGolli aa配列がMBP aa配列に連結されたハイブリッドタンパク質をコードします。2つ目の転写産物ファミリーはMBPエクソンのみを含み、よく特徴付けられたミエリン塩基性タンパク質を生成します。この複雑な遺伝子構造は種間で保存されており、MBP 転写ユニットが Golli 転写ユニットの不可欠な部分であり、この配置がこれらの遺伝子の機能や制御に重要であることを示唆しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	MBPマウスmAb（緑）を用いたMSCS細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	MBP マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	MBP マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。
	

	MBP マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト小脳組織の免疫組織化学分析。

